
第１回森町総合計画審議会 次第 

 

 

                   日時：令和７年 10月 29日(水) 15:00～  

                                      場所：森町町民生活センター２階 集会室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 町長あいさつ 

 

 

３ 自己紹介 

 

 

４ 会長及び副会長の選出 

 

 

５ 報告事項 

 （１）森町総合計画審議会について 

 

 

 （２）第 10次森町総合計画策定について 

 

 

 （３）策定スケジュールについて 

 

 

６ そ の 他 

 

 

７ 閉 会 



第10次森町総合計画策定について

資料１



10年後の森町が目指すべき姿や、それを実現するために必要な取組を示す

森町にとって「まちづくり」の基本となる計画
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１．総合計画について

計画名称 策定年月 計画年数 将来像（総論）

森町建設計画
（第１次）

昭和30.3 ５年 ―

森町建設計画
（第２次）

昭和31.9 ５年 ―

森町総合開発計画
（第３次）

昭和45.4 ７年 ―

森町建設計画
（第４次）

昭和48.3 10年 ―

第５次森町総合計画 昭和53.1 ８年 【総論】住みたくなるような町づくり

第６次森町総合計画 昭和61.1 10年 【総論】活力に満ちた心のふれあう町

第７次森町総合計画 平成８.12 10年 【将来像】豊かさ広がる活力とゆとりのまち・森

第８次森町総合計画 平成19.3 10年
【将来像】ええら森町！

～みんながチカラの郷（さと）づくり
古きをいかして新しきを創る～

第９次森町総合計画 平成29.3 10年 【将来像】住む人も訪れる人も「心和らぐ森町」

■森町総合計画の沿革総合計画は、町の最上位計画

であり、町政の中長期的な指

針となるものです。

第９次森町総合計画（以下、

「現行計画」という。）では、

まちの将来像を、

「住む人も訪れる人も『心和

らぐ森町』」と掲げています。
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１．総合計画について

■森町第９次総合計画の構成

基本構想

基本計画

基本構想
まちの将来像など、まちづくりのビジョンを明確に
し、政策の基本目標（政策テーマ）を定め、その実
現に向けた指針を示します。
計画期間は 10 年間としています。

基本計画
将来像の実現と、基本構想に基づく施策を戦略的に
推進するため、主要な施策・事業を掲げます。
計画期間は基本構想と同じ10 年間です。

総合計画は、「基本構想」、「基本計画」で構成されます。

現行計画では、基本構想と基本計画ともに計画期間は10年間

としています。
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２．次期計画の策定について

社会情勢の急速な変化や新しい時代の動向に的確に対応し、

真の豊かさを実感できる地域社会を構築していくための新たな計画が必要です。

現行計画の計画期間が令和７

年度までであることから、次

期計画の策定が必要です。

現行計画を策定した平成29

年３月以降、社会情勢は大き

く変化しています。また、新

しい時代の動向への対応も必

要となっています。

●人口減少・少子高齢化

●南海トラフ地震等の大規模災害の切迫

●気象災害の激甚化・頻発化

●デジタル技術の進展

●人々の価値観や働き方、

暮らし方の多様化

●物価の高騰

●インバウンドの回復 など

社会情勢の変化

●SDGsの実現

●こどもまんなか社会の実現

●人々の幸福感（ウェルビーイング）を

高めるまちづくり

●ＡＩ・ロボット・ドローン等の

新技術やデジタル技術の活用 など

新しい時代の動向

（１）社会情勢の急速な変化等への対応
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２．次期計画の策定について

（２）策定にあたっての基本方針

➀ 町民と行政によるまちづくり

・幅広い年代や属性の町民の意見を広く聴き、町民ニーズを踏まえた計画とします。

③ 簡潔で分かりやすい計画

・まちの将来像をイメージしやすく工夫するなど、町民にとって分かりやすく、親しみやすい計画とします。

⑤ 新しい時代に対応した計画

・SDGsや町民の幸福感（ウェルビーイング）といった新しい時代の動向に対応した計画とします。

④ 各種計画との整合性の確保

・町の最上位計画として個別計画との整合性を図るとともに、まちづくりの一体性・実効性を高めるため、総合計

画と森町人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略、森町DX推進計画を一体的に策定します。

➁ 全職員の主体的な参画による策定

・庁内策定委員会、各課へのヒアリング、職員ワークショップの実施等により、全職員が一丸となって策定します。
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２．次期計画の策定について

新たな指針に１本化

人口ビジョン

基本構想

基本計画 まち・ひと・しごと創生総合戦略
（デジタル田園都市構想総合戦略）

DX推進計画

町が推進するまちづくり全体の一体性と実効性を高めるため、

地方創生を目的とした「人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略」と
デジタルの力も用いて町の変革を進める「DX推進計画」を一体の計画として策定します。

※「森町DX推進計画」を総合戦略に組み込むことで、

デジタル技術が施策の推進を下支えする役割を持たせます。

■森町第10次総合計画の構成

森町人口ビジョン及び
まち・ひと・しごと創生

総合戦略
森町DX推進計画

※町の個別計画の一つ
※人口減少克服・地方
創生を目的

※次期総合戦略では、
デジタル技術も活用した
取組を記載

※町の個別計画の一つ
※デジタル技術も活用した
変革による持続可能な
まちづくりを目的

整合

森町総合計画
（基本構想・基本計画）

■現行計画の構成

※町の最上位計画
※町の総合的な振興・発展を目的

（３）計画の構成の見直し

国の「地方創生2.0」
を踏まえた内容
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２．次期計画の策定について

【参考】｢総合計画｣と｢まち･ひと･しごと創生総合戦略｣の関係について

地方公共団体における総合計画と総合戦略の策定状況の経変変化を見ると、総合計画とは別

に総合戦略を策定する割合が年々減少し、総合計画と総合戦略を一体化する事例が増加して

います。特に、基本計画の一部を総合戦略と位置づけている割合が増えています。

88.6%

89.0%

72.5%

67.5%

61.0%

59.5% 13.3% 16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30年度

R元年度

R2年度

R3年度

R4年度

R5年度

｢総合計画｣と｢まち･ひと･しごと創生総合戦略｣の関係（経年比較）

総合計画とは別に総合戦略を策定 基本計画全体を総合戦略と位置づけ

基本計画の一部を総合戦略と位置づけ 実施計画の全体を総合戦略と位置づけ

実施計画の一部を総合戦略と位置づけ その他

無回答
※全国の都道府県、市、東京都特別区対象

出所：「令和5年度自治体経営改革に関する実態調査報告」（三菱UFJリサーチ&コンサルティング）に基づき作成
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２．次期計画の策定について

（４）計画期間

社会情勢の変化の速さに対応するため、基本計画は５年ごとに策定にします（前期・後期に分けて策定）。

■現行計画・次期計画の計画期間

平成 令和

28 29 30 31 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

現
行
計
画

基本構想

基本計画

次
期
計
画

基本構想

基本計画

計画期間10年

計画期間10年

計画期間10年

前期基本計画
計画期間５年

後期基本計画
計画期間５年
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２．次期計画の策定について

（５）計画の策定体制

町 長

総合計画
策定委員会

各課・各係・全職員

答申諮問

総合計画審議会
森町議会

基本構想：報告・議決

基本計画：報告

町民等からの
意見・提言

●まちづくり検討会

●町民アンケート

●森町地域幸福度

（Well-Being）アンケート

●中学生アンケート

●広聴会

●AIを活用した

オンラインワークショップ

●パブリックコメント



9

２．次期計画の策定について

（６）町民と行政によるまちづくり

【対象】15歳以上の町民 2,000人（無作為抽出）
【主な調査項目】
・住んでいる地域や生活について
・森町のまちづくりに対する評価や期待について
・森町の地方創生の取組や今後の町政の進め方について
・まちの将来イメージについて
【調査期間】令和７年８月27日（水）～９月12日（金）
【調査方法】郵送配布、郵送・Web回収

①町民アンケート

【対象】町民一般
【主な調査項目】
・幸福度・生活満足度について
・生活環境や地域の人間関係、自分らしい生き方について
【調査期間】令和７年８月27日（水）～12月５日（金）
【調査方法】 Web調査

➁森町地域幸福度（Well-Being）アンケート

【対象】町内中学生１～３年生（407人）
【主な調査項目】
・森町の住みやすさ、地域活動への参加の意向と将来について
・森町のこれからのまちづくりについて
【調査期間】令和７年７月７日（月）～７月17日（木）
【調査方法】Web調査 【回収数】384件（有効回収率94.3％）

③中学生アンケート 実施済

【対象】町民一般（参加登録制）
【テーマ】「（仮）みんなで語ろう 10年後の森町の将来像」
【実施期間】令和７年12月～令和８年１月（予定）
【調査方法】オンライン

⑥AIを活用したオンラインワークショップ

【対象】町内６地区の地域住民
【意見交換のテーマ】「みんなで考えよう 未来の森町」（予定）

【開催時期】令和７年11月23日（日）・29日（土）・30日（日）
【開催方法】地区ごとに対面開催（各地区１回）

④森町を語る会

【対象】町内でまちづくりに携わる個人・団体等
【意見交換のテーマ】10年後の目指す姿、その実現に必要な取組
【開催時期】令和７年11月から令和８年度８月頃 計５回
【開催方法】ワークショップ形式（予定）

⑤まちづくり検討会

【対象】森町に居住・通勤・通学している方、森町に事務所又は
事業所を有する方、森町に関わりのある方

【募集する意見】第10次森町総合計画（案）
【実施時期】令和８年12月頃

⑦パブリックコメント

①町民アンケートの対象者や
④広聴会参加者、町HP等で
協力を呼びかけ

④広聴会参加者、町広報、町HP等
で参加を広く呼びかけ

実施中

実施済
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３．第10次森町総合計画における基本理念・将来像・視点・基本の柱

（１）社会情勢の急速な変化に対応した
持続可能なまちづくり

（２）森町らしさを生かしたまちづくり

出生数の向上や社会移動を増やす等、人口減
少対策への取組

・みんなで助けあう健やかなまち

・先人に学びみんなで育むまち

・交流が盛んでにぎわうまち

・活気あふれる産業のまち

・いつまでも暮らせるやすらぎのまち

・豊かな自然があふれるまち

第10次総合計画における核となる視点

第９次総合計画

人々の幸福度
（ウェルビーイング）

社会情勢の急速な変化に対応し、町民が心豊
かに暮らせる持続可能なまちづくりへの取組

森町の特性や地域資源を生かし、まちの魅力を
より一層高め、広げる取組

町民や森町に関わる人が、まちに愛着や誇りが持
てるまちづくりへの取組（シビックプライドの醸成）

町民や民間事業者等と連携した、まちの活性化
に向けた取組

●人口減少・少子高齢化 ●物価高騰

●価値観等の多様化 ●デジタル技術の進展

●気象災害の激甚化・頻発化 など

社会情勢の変化

基本理念・将来像

基本の柱

第10次総合計画

発展

基本の柱住
む
人
も
訪
れ
る
人
も

「
心
和
ら
ぐ
森
町
」

対話
信頼の構築

調和
人と自然

人の輪
外部との交流

（基本理念）
（将来像）

核となる視点

新たな視点



第10次森町総合計画策定スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

アンケート調査

AIを活用した

オンラインワークショップ

森町を語る会・

パブリックコメント

森町総合計画

策定委員会

森町総合計画審議会

まちづくり検討会

※町民等意向調査は、調査の企画、調査実施、結果とりまとめまでの期間を表しています。

【森町総合計画審議会の開催概要】

森町議会

※基本構想は、議決が必要

令和７年度 令和８年度

基礎調査・現計画評価

計画（案）の作成

町

民

等

意

向

調

査

会

議

等

令和8年

10月頃

・まちづくり検討会の報告

・総合計画（案）

令和9年

1月頃

・パブリックコメント結果

・総合計画（最終案）

開催時期 主な審議内容

令和8年

７月頃
・基本計画（素案）

回数

・各種調査結果報告

　　（Well-Beingアンケート、町民対象ワークショップ）

・まちづくり検討会の検討状況報告

・各種調査結果報告（町民等意向調査、基礎調査　等）

・現行計画の評価結果

・基本構想（骨子）

主な内容 回数

第4回

第5回

第6回
令和8年

２月～３月

令和8年

1月～２月

第3回

第2回

・次期総合計画策定について

・策定スケジュール（案）

令和7年

10月29日（水）

開催時期

第1回

印刷製本

町民アンケート

中学生アンケート

基礎調査・現計画評価

資料２

森町地域幸福度（Well-Being）アンケート

パブリックコメント
森町を語る会
（６地区）

町民対象
ワークショップ

基本構想の検討 前期基本計画の検討

期間内に３回程度

報告等

期間内に３回程度

報告等

期間内に３回程度 期間内に３回程度

期間内に３回程度 期間内に２回程度

修正



幸福度（ウェルビーイング）について

参考
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１．ウェルビーイングについて

・ ウェルビーイングとは、「身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること」を意味します。

・ また、ウェルビーイング指標とは、町民の「暮らしやすさ」と「幸福度（ウェルビーイング）」を数値化・可視化する指標で、一般社団法人スマートシティ・インス

ティテュートが開発したものです。 国の「デジタル田園都市国家構想」においては、ウェルビーイング指標を用いた取組の評価手法等を積極的に活用しながら、

地域が一体となって、幸福度の高い地域社会の実現を図り、その持続可能性を高めていくことが重要であるとしています。

・ 静岡県の次期総合計画の目指す姿として「幸福度日本一の静岡県」としている。こうした動向を踏まえ、次期総合計画においては、「幸福度（ウェルビー

イング）」を新たな視点として取り入れていきます。

出典：「地域幸福度（Well-Being）指標利活用ガイドブック」（2025年3月、デジタル庁・一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）

身体的健康 精神的健康 社会的健康

Well-being=良好な状態
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２．ウェルビーイング指標について

・ ウェルビーイング指標は、下の図に示すとおり、各地域における政策と、その政策インパクトとして現れる町民の幸福感とを結ぶ構造となっています。

・ 幸福感を測る尺度は、主観指標と客観指標それぞれで、「都市環境」「自然環境」「地域」「自分らしい生き方」の因子群の、24のカテゴリーに分類されて

います。

・ 主観指標ではアンケート調査（P3参照）から町民のウェルビーイングを、客観指標ではオープンデータから暮らしやすさを測定します。

主観指標

主観指標・客観指標ともに、
因子は合計24のカテゴリー
に細分化されています。

客観指標

因
子

因
子

出典：「地域幸福度（Well-Being）指標利活用ガイドブック」（2025年3月、デジタル庁・一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）



3

３．森町地域幸福度（Well-Being）アンケートについて

・ 町民に対し幸福度や暮らしやすさ（生活満足度）を尋ねることで、森町にとって優先度の高い取組などを明らかにすることを目的としてアンケートを実施して

います。

・ アンケート設問は、一般社団法人スマートシティ・インスティテュートが作成・開発したもので、下図に示す、幸福度・生活満足度に関する設問と、24のカテゴ

リーごとの設問で構成されています。

■の項目が標準設問（全５０問）

出典：「地域幸福度（Well-Being）指標利活用ガイドブック」（2025年3月、デジタル庁・一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）
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４．ウェルビーイング指標の活用について

・ 客観指標を活用した近隣自治体との比較や、森町地域幸福度（Well-Being）アンケートの結果を活用して、今後、主観指標と客観指標に基づくまち

に対する評価や、まちの強み・課題の抽出などを実施していきます。

▼客観指標を活用した近隣自治体間比較
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買物・飲食

住宅環境

移動・交通

遊び・娯楽

子育て

初等・中等教育

地域行政

デジタル生活

公共空間

都市景観
事故・犯罪

自然景観
自然の恵み

環境共生

自然災害
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多様性と寛容性

自己効力感

健康状態

文化・芸術
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雇用・所得
事業創造

森町 掛川市 袋井市

磐田市 浜松市 川根本町

島田市

「自己効力感」や「自然の恵み」、「住宅環境」
偏差値が高く、

「デジタル生活」、「公共空間」（人口あたり公園面積等）
の偏差値が低い

▼主観指標と客観指標に基づく、まちに対する評価（イメージ）

※右側の図 出典：「地域幸福度（Well-Being）指標利活用ガイドブック」（2025年3月、デジタル庁・一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）


